
鍛冶ヶ嶺遺跡
一豊順鉱業株式会社ベントナイト露天採掘

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

200 1 

安中市埋蔵文化財発掘調査団



鍛冶ヶ嶺遺跡
一 豊JI原鉱業株式会社べントナイト露天採掘

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ー

200 1 

安中市埋蔵文化財発掘調査団



序

安中市は群馬県の西南部に位置し、上毛三山に囲まれた田園都市です。古くは東

山道が通り、江戸時代には中山道、そして現在は国道18号線と交通の要として栄え

てまいりました。

今回の発掘調査は、豊順鉱業株式会社が安中市嶺字鍛冶ヶ嶺に於いて行うべント

ナイト露天掘り事業に伴うものです。

発掘調査により、縄文時代の住居跡、奈良・平安時代の住居跡、またその頃と思

われる掘立柱建物跡等が発見されました。

特に注目されるのは掘立柱建物跡で、柱の間隔、大きさ、配置などから官的な性

格や寺院、豪族の館と言った性格の建物が推測されました。また、鍛冶ヶ嶺遺跡の

立地を見ると、独立した丘陵の頂上部分にあたります。このような高台にどのよう

な性格の建物が建っていたのか、とても興味深く思われます。また、このような建

物跡は安中市内に於いて初めての発見であり、貴重な遺跡となりました。

発掘調査は、このような遺跡の様子を後世の人々に伝えてゆくために、記録保存

の措置を講じるものです。

こうした、埋蔵文化財はかけがえのない郷土の遺産であります。市民の皆様にも

郷土の歴史を学習していただ、けるよう、生きた教材として、社会教育、学校教育の

場で広く活用を図り、文化財愛護の精神を広く普及するよう努めてゆく所存であり

ます。

終わりに、発掘調査に御協力していただいた地元の皆様や、調査に従事していた

だいた大勢の方々にはこの場を借り厚く御礼を申し上げたいとおもいます。

平成13年 8月

安中市埋蔵文化財発掘調査団

団長高橋重治



例日

1.本書は豊順鉱業株式会社が行うベントナイト露天採掘事業に伴う鍛冶ヶ嶺遺跡(略称c-8) の埋

蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は平成 6年11月1日より 11月30日までの問実施した。遺物整理は発掘調査終了後より平成

13年 8月31日までの間断続的に実施した。

3.調査主体は安中市埋蔵文化財発掘調査団であり、調査は安中市教育委員会文化振興課文化財係主任

(文化財保護主事)千田茂雄が担当した。

4.本書の編集は千田茂雄が行い、執筆は石器を伊藤佳奈子が行い、他を千田茂雄が行った。

5.遺構の写真撮影は千田が行ったが、航空写真は惰)青高館に委託した。

6.遺構の実測は千田が行った。

7.基準点の国家座標取付及び、測量基準杭は豊順鉱業株式会社が行った。

8.遺物の写真撮影は、千田が行った0

9.遺物の実測及び遺構・遺物のトレースは千田、氏家芳子、稲葉恵美子が行った。

10. 図版、写真図版の作成は千田、稲葉、須藤明子、庭山美子、高橋佳子、鬼形敦子が行った。

11.本調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

12.発掘調査及び遺物整理の期間中多くの方々に有益な指導、助言、協力を行っていただいた O また発

掘調査及び遺物整理に従事していただいた方に厚くお礼申し上げます。



1.遺跡全体図の縮尺は 1/300である。

2.住居杜等遺構の縮尺は 1/80である。

3.遺物の縮尺は次のとおりである。

凡 例

縄文土器:1/4 土師器・須恵器 1/4

石器 :A類石器 2/3、 1/2、B類石器 1/4、その他 1/3

4.土層説明中での記号、略称は次の通りである。

色調<:より明るい方向を示す(例 1< 2 1より 2の方が明るい)

しまり、粘性 iQJ:あり、 0:ゃゃあり、ム:あまりない、 x なし

混入物 iQJ:大量、 0:多量、ム:少量、*若干、 x なし、

WP:白色粒子、 YP:板鼻黄色軽石層、 RP:ローム粒子

5.石器実測図中の記号は石材を示し、略号は次の通りである。

Ob:黒曜石 01:チャート Sh:頁岩 HSh:硬質頁岩

BAn:黒色安山岩 An:免I措 SS: (牛伏)砂岩 Sc:結晶片岩

GrR:緑色岩類 Tf:凝灰岩



6.石器の分類は以下のとおり『大下原遺跡・吉田原遺跡j(1993年)の分類に従った。

石器種別 器 種 技術的特徴 石材種別 石材名 石材の特徴

A類 石鉱 押圧剥離を多用。 I類 黒曜石 硬質で粘度が少ないo | 
石錐 チャート 剥片剥離に最も適し、鋭利。

スクレイパーA類 硬質頁岩

石匙A類 黒色安山岩

リタッチドブレイク A類 めのう

模形石器

B類 打製石斧 直接打撃を多用。 II類 頁岩 多少軟質でやや粘度がある。

スクレイパーB類 輝緑凝灰岩 剥離に適するが、鋭利さは劣|

石匙B類 る。

リタッチドブレイク B類

C 1類 磨石 使用痕により石器と IIIa類 安山岩 軟質で粘度がある。

凹石 認識される。 剥離に不適で、剥離面は粗面。

石皿 耐火性に富む。

C2類 蔽石

台石

砥石 IIIb類 (牛伏)砂岩 軟質で粘度が少ない。剥離に

不適でボロボロと崩れる。

D類 石棒 直接打撃・敵打・研磨 IV類 結品片岩 節理が発達している。

多孔石 を複合的に用いる。

棒状磯

丸石

E類 磨製石斧 V類 緑色岩類 重量があり比較的軟質で粘

度がある。

剥離にあまり適さず、剥離面

は粗面。

F類 石製品 VI類 その他 多種多様な希少石材。

垂飾

打製石器における実測図中の細密平行線は、使用痕(刃部摩耗痕・装着痕)を示す。

磨石・凹石では、使用による摩耗部分を白抜きで示し、自然面を点描で示している。凹の部分は切

り合い関係により区別し表現した。

磨面→凹:実線、凹→磨面:破線

スクレイパ一等の二次調整の方法は次のとおり記号で示した。

T 主剥離面の打点と方向

p 押圧剥離的な調整加工

P十D:押圧剥離と直接打撃の併用または粗雑な押圧剥離

D 直接打撃による調整加工

M 使用等によると推定される連続した微細剥離(マイクロプレイキング)
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I 調査に至る経過

平成 6年 9月、安中市商工観光課より豊順鉱業株式会社が安中市嶺字鍛冶ヶ嶺1506-3ほか87筆にお

いて行うベントナイト露天採掘について、安中市教育委員会へ岩石採取に係る意見聴取の照会があった。

該当地域は、周知の埋蔵文化財包蔵地であるためその旨の回答を行った。その後、豊順鉱業株式会社

と市教育委員会の協議により、実際にどのような文化財がどのくらい埋蔵されているのかを確認するた

め、豊順鉱業株式会社からの依頼により該当地域内の試掘調査を実施した。試掘調査の結果、住居牡等

の埋蔵文化財が、開発地域内全体に存在することが確認された。そのため、豊順鉱業株式会社と市教育

委員会の問で埋蔵文化財の取扱いについて再度協議が行われた。

しかし、計画変更をしても遺跡地を回避することは難しく、計画変更自体不可能との結論に至ったた

め、開発地域内の発掘調査を実施して、記録保存の措置を講ずることとなった。

11 調査の方法と経過

発掘調査は平成6年11月 1日より開始され、平成6年11月30日までの問実施した。調査はベントナイ

トの露天採掘によって切り取られてしまう部分について記録保存の措置を講ず、る事とした。

調査はまず、開発地区内の発掘調査対象地区内全域を網羅するようグリッドの設定を行った。 1グリッ

ドは 4mx4mで北西隅を基点とし、北から南へA，B， C…西から東へ1， 2， 3…と呼称するよう

にした。また、グリッドをさらに四分した 2mX2mの細グリッドを設定し、北西、北東、南西、南東

の順にアルファベットの小文字でa、b、 C、dと呼称することにした。そして、座標値は国家座標に

取り付けた。国家座標値は、 C-12グリッドがXニ 34941.837、Y= -88761. 052、C-22グリッドがXニ

34911.270、Yニ 88735.235である。

調査はまずパックホーにより III層(暗褐色士)上面まで掘削し、その後人力により遺構、遺物の確認

作業を実施した。また確認された遺構は順次精査を行った。確認された遺構は(有)青高館に委託し、

気球により空中から写真撮影を行い、そのプリントを元にデジタノレコピーにより左右のひずみを補正し、

それを元に現地で細部の確認を行うと言った方法で作成した。土層断面図は必要に応じ作成した。また、

遺物の取り上げは遺構ごとに行った。また、必要に応じて遺構、遺物の写真撮影を行った。

遺物整理は、発掘調査終了後から平成13年 8月31日までの間断続的に実施した。

作業は、遺物の水洗・注記→接合・復元→実測・拓本→トレース・写真撮影の順で行い、並行して遺

構図面の整理・素図作成、トレース、写真整理を行った。

田 遺跡、の地理的・歴史的環境

安中市は群馬県の西部に位置し、市域を南北に分断するように碓氷川が流れている。この碓氷川の北

側には九十九川が流れ、これらの河川流域には河岸段丘が発達している。

1 



鍛冶ヶ嶺遺跡は、この安中市の嶺地区字鍛冶ヶ嶺地内に所在している。嶺地区は、安中市の中央から

やや西寄りに位置し、九十九川の上位段丘上に位置する。遺跡のある鍛冶ヶ嶺地区は嶺地区の西端に位

置し、北側には九十九川上位段丘上を流れる八周川、南側には小さな谷津が入り込み独立丘陵状の立地

を呈している。丘陵の標高は250mで、比高差は25mを計る。急な傾斜を上がった丘陵上には、丘陵の 1/

4程の面積を占め豊I1買鉱業株式会社の原市工場が建ち、ペントナイトの精製を行っている。今回のベン

トナイト露天採掘は、残りの丘陵をほとんど対象としたもので、事業終了後は大きく景観が変化する大

規模なものである。

安中市内の嶺地区周辺は、各時代にわたり遺跡の立地条件としては良好な地域だが、早くから宅地開

発が盛んで¥すでにかなりの部分が宅地化され大規模な開発があまり行われていない。そのため同じ市

内の中野谷地区などに比べ、発掘調査によって確認されている遺跡数はあまり多くない。嶺地区及び周

辺の遺跡を見ると、縄文時代前期後半から中期及び奈良・平安時代の集落遺跡である榎木畑遺跡(8 )、

縄文時代前期前半、奈良時代の住居祉を確認した清水 I遺跡(9 )、弥生時代、古墳時代の集落遺跡であ

る杉名薬師遺跡(5 )、古墳時代から平安時代の小鍛冶の工人集落を推測させる嶺・下原(6 )、嶺・下

原II遺跡(7 )、奈良時代の集落と、東日本に於いて初めて検出された中世 (16世紀)の瓦質陶器生産窯

の清水II遺跡 (10)がある。これらの遺跡が立地する丘陵を九十九川に下ると、九十九川の河川敷には

九十九川沿岸遺跡群(2 )として調査された平安時代の浅間B軽石直下水田土止が広い範囲で確認されて

いる。また、この九十九川沿岸遺跡群中には、 6世紀初めに造られたと思われる後閑 3号墳(3 )があ

る。この古墳は、関東地方では最も古い横穴式石室を有する古墳のーっとして知られる、築瀬二子塚古

墳と密接な関係があったと考えられている。

この他、九十九川上位段丘上には、発掘調査によって確認された遺跡以外にも、遺跡詳細分布調査に

よって縄文時代から平安時代にかげで、幾つもの遺跡が確認されている。

- 2 
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IV 層序

鍛冶ヶ嶺遺跡の基本層序は第 4図のとおりである。浅間B軽石 (As-B : 1108年降下)が確認される。

浅間B軽石は調査区周辺部分に確認される。

1 a層黒褐色土層

IIa層 黒色土層

IIb層灰褐色軽石層

III層 黒色土層

IV層 暗褐色士層

浅間A軽石を多量に混入する。現在の耕作土で¥しまり、粘性共にあまり

ない

粘性はややあるが、しまりはあまりない。 As-B軽石を多量に混入する。

浅間B軽石純層。

As-B軽石はまったく混入しない。遺構の覆土の主体を成す層である。粘

性はややあるが、しまりはあまりない。

III層より明るししまり、粘性共にある。この層の上面で遺構が確認され

る。

V層 黄褐色粘質土層 この層からローム層となる。粘性、しまり共にある。

。

Ia 

IIb 

1m 

V 

第4図基本層序柱状図
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V 遺跡、の概要

鍛冶ヶ嶺遺跡からは、縄文時代の遺構、奈良・平安時代の遺構が確認された。遺構はいずれも丘陵の

縁辺付近に存在し、中央の平坦部分からは時期不明のピットが数百基確認されただけであった。以下、

各時代ごとの概要を述べる。

縄文時代

縄文時代の遺構は、前期有尾式期の竪穴式住居杜 1軒と前期諸磯式期の竪穴式住居杜 1軒が確認され

た。この 2軒は重複関係にある。いずれの住居も確認面からの掘り込みはしっかりとしている。出土遺

物はあまり多くなく、有尾式期を中心として検出された。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構は、竪穴式住居牡2軒、当該期に属すると思われる大型の掘立柱建物土止4棟と

土坑9基を確認した。この他周辺には多くのピットなどが確認され、当該時期に属するものも含まれて

いると思われる。

大型の掘立柱建物土止は、 2棟が東に向かい長軸方向が90度になるように配置されている。他の 2棟も

小型ながら周辺に配置されている。柱穴は平均すると 1辺が 1m程の方形で、柱痕を確認できる物もあっ

た。掘立柱建物社に隣接して隅円長方形の士坑が 2基を 1単位として 3単位確認されている。これらの

土坑も掘立柱建物土止と密接な関係にあった遺構と考えられる。安中市内に於いて現在まで、このような

遺構は確認されておらず、立地等も含め注目される。

9 -



VI 遺構と遺物

住 居 牡 規模 (m) 主軸

J I 号 10X5.8 N-590-W  

住 居 構 1、と旦と J-2号住と重複する。平面形は縦長台形であり、掘り込みは確認面から約56cm。壁下

には掘り込みの深いしっかりとした周溝が回り、それに沿うように北面から東面を中心

に柱穴列が確認された。

主柱穴と思われる柱穴は、住居牡長軸方向に直線的に 4基が 2列、計 8基が確認された。

住居祉の掘り込みの外側には、住居と対応するような柱穴は確認されなかった。

炉は確認されなかった(J-2号住による削平?)。

遺物出土状況 遺構確認当初住居牡の重複は確認できず、 J-1号住を16区に分割し遺物の取り上げを

行った。中層に達した段階で住居牡の重複が確認されたため、 J-1号住の16分割内に

含めて遺物の取りよげを行った。

遺物の出土は少量であった。土層においては東側に出土が集中し、中層においては全体

から遺物が検出された。下層からの出土が最も多く、 J-2号住の部分に集中する傾向

を持つ。
」ー

住 居 社 規模 (m) 主軸

J 2 号 5.0X4.8 N-350-W  

イ主 居 構 3、主丘と主 J-1号住と重複する。平面形は隅丸方形であり、掘り込みは確認面から約68cm。壁下

には周溝が回り、それに沿うように小さな柱穴が東面から南面に確認された。

主柱穴と思われる柱穴は中央部分に 4基確認された。

炉は中央南寄りにそれらしき掘り込みを確認したが、焼土等の確認ができず明確な物で

はない。

10 



モー• I 

ω9'81'(; 白

「・

、
F 

0 . 

-

J

 

E
O白
寸
N

〈

. [ 

E・

0

・N
品
U
O

ヨ

-
0
 

.
工

-
工

Vて......---....._一一寸L-J/
• F 

249.0m 
E・

4m 。

J-1号・ J-2号住居牡実測図

11-

第 6図



安FQ 号V警警52
4区上層

4 
2 

3 7区上層 4区上層 8区上層

互主1もG議ig 
9 10 

8 
13区中層 7 3区下層 2区下層 3区下層 8区中層

同壬老長室 f I 
~そ竺行ヲー芯，副首..... -= I 

主主主主古 川
百棟 V， 

13区中層
14 

19 

8区中層

8区上層

15区中層

題f
7区上層 20 

25 

15 7区下層 10区下層

欝五J星雲J
21 

12区下層 22 

4区上層

15区中層

護室主主d 、
。白

" 

3区上層 30 

/ 

み/Iノ

昨 4 さ三豆主二 /1
寄与詰逗欝j / 1 

で汁守、a‘"戸戸-'............... IJ 
て主主:三主主主ヲ I I 

6区中層 33 

3区上層
31 

8区上層

11博秀ミ μ A 刀
思ジェ三宅，，，--三三三;;，: I ( 寸:jf):\c~3. I J 

JM言宗主手 ，¥( パ
r再且が士官 1 ぢbJ"- ，---， 

34 35 
5区中層 4区上層

32 

生品川
品位W.)， I J 

叫 lj

36 
5区下層

5区下層

暴l
11 

1区下層 12 

17 

徹也1
12区中層

23 

9区中層 28 

第 7図 J -1号・ J-2号住居杜出土の土器

12 

16区上層

II 

2区下層 13 

16区中層
18 

議j
J 

2区下層 24 

II 

8区上層
29 

， ， 

，----; 37 

10区下層

。 10cm 



土器(住居)

No. き日 イ立 文様等の特徴 胎 土 備 考

1 口縁部(波状) 平行沈線、爪形文 繊維、粗砂粒を含む

2 口縁部(波状) 平行沈線、爪形文、刺突文(口唇部に縦位 繊維、粗砂粒を含む

施文)

3 口縁部 平行沈線、爪形文 繊維、粗砂粒を含む

4 口縁部 平行沈線、刺突文(口唇部縦位施文、以下 繊維、砂粒を含む

横位施文)

5 口縁部(波状) 平行沈線、刺突文(口唇部縦位施文、以下 繊維、粗砂粒を含む

横位施文)

6 1同部 刺突文(菱形施文) 繊維、粗砂粒を含む

7 胴部 刺突文(菱形施文) 繊維、粗砂粒を含む

8 胴部 刺突文(菱形施文) 繊維、粗砂粒を含む

9 胴部 刺突文(菱形施文) 繊維、砂粒を含む

10 胴部 刺突文(菱形施文)、平行沈線 繊維、組砂粒を含む

11 目阿部 刺突文(横位施文) 繊維、砂粒を含む

12 胴部 刺突文(横位、斜位施文) 繊維、砂粒を含む

13 胴部 刺突文(菱形施文) 繊維、砂粒を含む

14 目同部 刺突文(横位施文) 繊維、砂粒を含む

15 』同部 刺突文(横位、斜位施文)、縄文(RL・LRの 繊維、砂粒を含む

羽状)

16 胴部 刺突文(横位、斜位施文)、縄文(RL・LRの 繊維、砂粒を含む 縄文の摩滅著し

羽状) し〉

17 胴部 刺突文(横位、斜位施文)、平行沈線 繊維、砂粒を含む

18 』阿部 刺突文(菱形施文)、平行沈線、縄文 (RL. 繊維、砂粒を含む

LRの羽状)

19 口縁部 縄文 (RLの斜行) 繊維、砂粒を含む

20 口縁部 縄文 (RLの斜行) 繊維、砂粒を含む

21 口縁部 縄文 (RLの斜行) 繊維、砂粒を含む

22 胴部 縄文 (RLの羽状) 繊維、砂粒を含む

23 胴部 縄文 (RLの斜行) 繊維、砂粒を含む

24 胴部 縄文(附加条) 繊維、砂粒を含む

25 目阿部 縄文 (RL.LRの羽状) 繊維、粗砂粒を含む

26 口縁部(波状) 条線(口唇部にへラ状工具により縦位施 繊維、砂粒を含む

文)、縄文(無節の羽状)

27 胴部 縄文(無節の斜行) 繊維、粗砂粒を含む

28 胴部 縄文(無節の斜行・結束) 繊維、砂粒を含む 縄文の摩滅著し

しユ

29 胴部 縄文(無節の斜行) 繊維、砂粒を含む 縄文の摩滅著し

し〉

30 胴部 縄文(無節の羽状) 繊維、砂粒を含む 縄文の摩滅著し

しミ

31 胴部 平行沈線 繊維、砂粒を含む 摩滅著しい

32 胴部 縄文(無節の斜行)、せん孔(補修孔?) 繊維、粗砂粒を含む

鍛冶ヶ嶺遺跡観察表(1)
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No. 部 位 文様等の特徴 日台 土 備 考

33 胴部 平行沈線 繊維、砂粒を含む

34 胴部 平行沈線 繊維、粗砂粒を含む

35 胴部 爪形文 繊維、砂粒を含む

36 胴部 爪形文 繊維、砂粒を含む

37 1岡部 爪形文・浮線文(横位平行に施文)、縄文(RL 砂粒を含む

の斜行、結束)

土器(グリッド)

No. 部 位 文様等の特徴 目台 土 備 考

1 口縁部 平行沈線・爪形文、刺突文 繊維、砂粒を含む

2 目同部 平行沈線・爪形文 繊維、砂粒を含む

縄文 (RLの斜行)

3 口縁部 縄文 RL、補修孔 繊維、砂粒を含む

4 口縁部 縄文 RL 繊維、粗砂粒を含む

5 口縁部 コンパス文、縄文(直前段反撚) 繊維、砂粒を含む

6 胴部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む 摩滅著しい

7 1岡部 爪形文(縦位)、縄文(RL.LRの羽 繊維、砂粒を含む

状)

8 胴部 縄文(LRの羽状) 繊維、砂粒を含む 摩滅著しい

9 胴部 縄文(RL絡条体) 繊維、砂粒を含む

10 胴部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む

11 1岡部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む 摩滅著しい

12 胴部 縄文(附加条) 繊維、砂粒を含む

13 1同部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む

14 胴部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む

15 胴部 縄文 LR 繊維、砂粒を含む

16 1岡部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む

17 胴部 縄文 RL 繊維、砂粒を含む

18 胴部 縄文 LR 繊維、砂粒を含む

19 』同部 縄文 LR 繊維、砂粒を含む

20 胴部 縄文 LR 繊維、砂粒を含む

21 胴部 縄文 (RLの羽状) 繊維、砂粒を含む 摩滅著しい

22 底部 縄文(無節L) 繊維、砂粒を含む

23 』阿部 平行沈線(菱形・縦位施文) 繊維、砂粒を含む

24 胴部 平行沈線(縦位施文) 繊維、砂粒を含む

25 胴部 平行沈線、爪形文 繊維、砂粒を含む

26 ロ縁部 隆帯、平行沈線、角押文 繊維、砂粒・雲母を含む

27 底部 平行沈線、角押文 繊維、砂粒・雲母を含む

28 底部 平行沈線、角押文 繊維、砂粒・雲母を含む

鍛冶ヶ嶺遺跡観察表(2)
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石器

[縄文時代]

石器組成

鍛冶ヶ嶺遺跡の石器組成は第11図に示したとおりである。調査区全体で258点出土した。遺構に伴った

石器は数量が少なく、時期の相違した 2軒の住居牡が重複しており、帰属時期の特定・統計学的分析

は困難で、ある。したがって、次項において石器の様相についてのみ述べる。

石器各説

A類石器

石銑(第10図 1・2) 2点検出された。すべて I形態(凹基無茎錬 1・2)黒曜石製である。

スクレイパーA類(第 9図 1・第10図3・5・6) 19点検出された。 1a形態(押圧剥離 1・

3・6) 6点、 1b形態(直接打撃十押圧剥離) 4点、 II形態(直接打撃:5) 4点、 m形態(縁

辺微細剥離) 5点である。石材別では黒曜石 7点、チャート 2点、硬質頁岩 1点、黒色安山岩 9

点である。黒曜石では Ia.m形態が多くみられ、黒色安山岩では直接打撃を加える 1b . II形

態が目立つており、石材の性質による剥離法の選択が認められる。

石匙A類(第 9図 2) 2点検出された。 2はIIa形態(横形・押圧剥離)で黒色安山岩製である。

模形石器 図示していないが 1点検出された。黒曜石製である。

石核A類 図示していないが 3点検出された。黒曜石2点、黒色安山岩 1点である。黒曜石では、

両極技法を用いたと思われるものが認められた。

黒曜石原石 図示していないが 1点検出された。一端が剥離されているが、原棟面の形状、重量

1・3gと小さいことから、石鉱の素材剥片を剥離することは困難であると思われる。また角喋

状であることから、転石ではないと判断される。

B類石器

打製石斧(第 9 図 3~5 ・第10図 4) 5点検出された。すべて I形態(断面蒲鉾形・片刃)であ

り、頁岩製である。 3は原探面を残すことから、初期の段階で剥離された剥片を用いたと考えら

れる。第10図4は両面に擦痕が残されており、基部の摩耗は装着痕と推定される。縄文前期にお

ける打製石斧は片刃が特徴的であるが、本遺跡においてもその傾向が認められた。

スクレイパーB類(第9図6) 46点検出された。うち 4点が住居牡より確認された。 1a形態(押

圧剥離) 7点、 1b形態(直接打撃十押圧剥離) 4点、 II形態(直接打撃:6) 24点、 m形態(縁

辺微細剥離)11点である。 1点、のみ結晶片岩製であり、その他はすべて頁岩製である。剥片を素

材としており、素材剥片自体の形状を著しく変えるような、二次加工を施さないものがほとんど

である。

リタッチド・フレイク B類(縁辺微細剥離・一辺の 1/2以下) 図示していないが4点検出され

た。すべて頁岩製である。

石核B類(第9図7) 7点検出された。すべて頁岩製である。これらの石核から作出された剥片

は比較的小形であると考えられ、スクレイパーB類が製作されたものと推定される。

C 1類石器

磨石(第10図 7) 9点検出された。 I形態(円形) 1点、 II形態(楕円形) 5点、 III形態(棒状:

7) 1点、 V形態(不定形) 2点である。すべて安山岩製である。 7は特殊磨石と考えられる。

- 16 -



凹石(第 9 図 8~11 ・第10図 8) 12点検出された。 1b形態(円形・凹→磨:第9図8) 2点、

IIa形態(楕円形・磨→凹:10) 1点、 IIb形態(楕円形・凹→磨 :11・第10図8) 3点、 IIc

形態(楕円形・凹のみ:9) 2点、 Va形態(不定形・磨→凹) 1点、 Vb形態(不定形・凹→

磨) 2点、 Vc形態(不定形・凹のみ) 1点である。すべて安山岩製である。 11は裏面がよく磨

られており、磨石との機能転用が認められる。

石皿 図示していないが 1点検出された。欠損しており形態は不明だが、表面は平坦に磨られて

いる。結晶片岩製である。

C 2類石器

敵石(第四図 9) 2点検出された。 III形態(棒状)安山岩製である。

D類石器

棒状喋(第9図12) 2点検出された。結品片岩製である。

多孔石 図示していないが 1点検出された。結晶片岩製である。石皿の一部である可能性がある

が、欠損しているため不明である。

丸石(第10図10) 1点検出された。安山岩製である。

E類石器

磨製石斧(第10図11) 1点検出された。 IIIa形態(大形・断面楕円形)緑色岩類製である。敵打

された後、研磨されていることが認められる。

[奈良・平安時代]

編物石 図示していないが、 H-1号住から 2点出土している。
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J-1号・ J-2号住系列組成

。 2 4 6 8 

A類ト
2 

17 

B類 7 

C1類

C2類

D類

E類

.石 器 図剥片石核等 | 

J - 1号・ J-2号住器種組成 調査区器種組成

。 2 4 6 o 10 20 30 40 50 

石鉱
石錐

スクレイパ~A
石匙A
RFA 

襖形石器

打製石斧
スクレイパ~B

石匙B
RFB 

42 4 

石鍛・2
石錐

スクレイパ~A
石匙A
RFA 

模形石器 11

打製石斧圃2
スクレイパーB

石匙B
RFB 

5 
磨石
凹石
石皿

敵石
砥石
台石

石棒
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多孔石

丸石

磨製石斧

2 
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石皿 11

敵石圃 2
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J - 1号・ J-2号住石材組成 調査区石材組成
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住 居 祉 規模 (m) 主軸

日 1 号 37.6X36.2 N-1250-W  

住 居 構 ユ、と旦乞 平面形は隅丸方形であり、掘り込みは確認面から約60cmである。

カマドは住居社東壁のやや南よりに設けられていたが、覆土内に焼土等は確認できな

カ〉った。

柱穴は、住居社内及び周辺にも確認されなかったが住居牡南東の壁面下に貯蔵穴状の

掘り込みを確認した。

遺物出土状況 比較的多くの遺物を確認した。

住 居 牡 規模 (m) 主軸

H 2 号 × 

住 居 構 ユ、壬巳と 住居社の南側が調査区外に出てしまっているため、遺構の平面形や規模、主軸方向に

ついてはっきりと確認することはできない。

住居牡の掘り込みは、確認面から約60仰を計り、住居祉西壁下と北西角部分に柱穴状

の掘り込みを確認した。

遺物出土状況 遺物の出土は少数で、いずれも覆土上層部分からの出土である。

土坑 規模(m) 主軸 構 ユ、と旦と

D-1 2.8 南側が既存道路によって削平されているが、平面形は円形と思われ

る。掘り込みは、確認面より約36cmを計り、 D-2号土坑と 1部重複

している。

D-2 3.2 D-1号土坑同様南側が既存道路によって削平されているが、平面

形は円形と思われる。掘り込みは確認面より約 1mを計り、 D-1号・

D-2号土坑と l部重複している。

D-3 4.0 D-1号・ D-2号土坑同様南側が既存道路によって削平されてい

るが、平面形は隅丸方形と思われる。掘り込みは、確認面より約40cm

を計り、 D-2号土抗と 1部重複している。

D-4 3.2X1.4 N-31"-E 平面形は長方形で、掘り込みは約42cmを計る D-5号土坑と隣接し、

ほぽ同様な規模・主軸を示す。

D-5 3.2X1.6 N-31"-E 平面形は長方形で、掘り込みは約20cmを計る

D-6 2.4X1.6 N-750-W  平面形は長方形で、掘り込みは約24cmを計る D-7号土坑と隣接し、

ほぽ同様な規模・主軸を示す。

D-7 2.7X1.8 N-660-W  平面形は長方形で、掘り込みは約48cmを計る

D-8 2.8X1.8 N-4T-E 平面形は長方形で、掘り込みは約40cmを計る D-9号土坑と隣接し、

ほぽ同様な規模・主軸を示す。

D-9 2.3X1.6 N-430-E  平面形は長方形で、掘り込みは約36cmを計る
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第18図 H-1号住居主I上出土物の遺物(2)
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H-1号住

No 器 種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 残存状態・備考

須恵器 11区下層 口 12.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む ほぼ完形

1 均二 13区中層 底 6.2 底部回転糸切り 色灰色

高 3.0 外商底部墨書(凹)有り 焼良

須恵、器 5区下層 口 13.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 3/4 
2 珂= 7区中層 底 6.8 底部回転糸切り 色にぶい黄色

高 3.9 内面底部墨書(解読不明)有り 焼やや不良

須恵器 床直 口 14.4 内外面共回転横ナデ 始砂粒含む 1/2 
3 均く 底 7.5 底部回転糸切り 色灰色

高 3.5 焼良

須恵器 11区下層 口 13.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/2 
4 坪 底 8.4 底部回転糸切り 色灰色

高 2.9 外面底部重ね焼き痕有り 焼良

須恵器 床直 口 14.2 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/4 
5 杯 底 7.5 底部回転糸切り 色灰黄褐色

高 3.6 焼やや不良

須恵器 床直 口 12.2 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/4 
6 坪: 底 6.6 底部回転糸切り 色灰黄色

高 3.6 焼良

須恵器 16区中層 口 13.5 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/4 
7 巧く 底 8.0 底部回転糸切り 色灰色

高 3.6 焼良

須恵器 一括 口 13.2 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む フ位三Eフマ71て〆~

8 
杯 底 5.9 底部回転糸切り 色灰色

高 3.8 外面口唇部下重ね焼き痕有り 焼良

内面底部火痕有り

須恵器 7区中層 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部のみ

9 坪く 底 1.0 底部回転糸切り 色灰色

高 6.0 内面渦巻き 焼良

須恵器 11区下層 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒・小石含む 底部 1/2
10 巧く 底 7.5 底部回転糸切り 色にぶい黄樫色

高 底部外面圧痕有り 焼良

須恵器 10区下層 口 14.4 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/6 
11 珂て 底 8.8 底部回転糸切り 色灰黄褐色

高 3.3 焼やや不良

須恵器 2区下層 口 13.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/5 
12 杯 底 7.0 色灰色

高 3.0 焼良

須恵器 7区下層 口 14.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 体部の一部

13 巧二 底 色灰色

高 焼良

須恵器 10区中層 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 口縁部の一部

14 巧〈 底 内外面スス吸着 色黒色

高 焼良

須恵器 12区中層 ロ 14.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/5 
15 高台付坪 底 7.0 底部欠損のため不明 色灰黄褐色

高 6.6 焼不良

須恵器 16区中層 ロ 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/5晶台欠損

16 高台付坪 底 底部回転糸切り後付高台 色灰黄色

高 焼良

須恵器 7区上層 ロ 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部・体部の一
17 皿 底 2.8 底部回転糸切り後付高台 色灰色 西日

高 7.2 焼良

鍛冶ヶ嶺遺跡遺物観察表(3)
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器種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 残存状態・備考

須恵器 4区下層 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部 1/2
18 高台付杯 底 1.8 底部回転糸切り後付高台 色灰色

高 7.2 焼良

須恵器 一括 口 14.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/6 
19 蓋 ツマミ 天井部へラ削りツマミ部欠損 色にぶい樟色

高 2.6 焼良

須恵器 13区土層 口 15.8 内外面共回転横ナデ 回転へラ削 胎砂粒少量含む 1/8 
20 蓋 ツマミ り調整 色灰色

高 2.5 焼良

須恵器 床直 口 17.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 口縁部の一部

21 蓋 ツマミ 口縁部重ね焼痕有り 色灰色

高 焼良

須恵器 9区上層 口 内外面共回転横ナデ回転へラ削 胎砂粒少量含む 体部の一部

22 蓋 ツマミ り調整 色灰白色

高 2.3 焼良

須恵器 カマド 口 13.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 2/3 
23 皿 底 7.2 底部糸切り後付げ高台 色にぶい黄燈色

高 2.4 焼良

須恵器 カマド 口 14.1 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む ほぽ完形

24 皿 底 6.0 底部糸切り後付け高台 色灰オリーブ

高 3.3 焼良

須恵器 床直 口 13.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 1/3 
25 皿 底 2.5 底部切り離し後付け高台 色灰色

高 6.6 (切り方不明) 焼不良

土師器 カマド 口 20.0 外面口辺部横ナデ胴部斜方向へ 胎砂粒含む 1/2 
26 斐 底 ラ削り胴下半部縦方向へラ削り 色燈色

高 20.0 内面横ナデ 焼良

土師器 床直 口 20.5 外面横ナデ口辺部へラ削り 胎砂粒含む 胴上半部 1/3
27 斐 底 内面横ナデ 色赤褐色

高 7.5 焼良

土師器 カマド 口 19.0 外面口辺部横ナデ胴上部横方向 胎砂粒多く含む 口辺部から胴上

28 斐 底 へラ削り 色にぶい樺色 部の一部
高 9.5 内面横ナデ 焼良

土師器 床直 口 19.0 外面白辺部横ナデ胴上部横方向 胎砂粒多く含む 口辺部から胴上

29 斐 底 ヘラ削り 色明赤褐色 部の一部

高 7.2 内面横ナデ 焼良

土師器 カマド 口 18.0 内外面共横ナデ 胎砂粒多く含む 口辺部の一部

30 婆 底 色明赤褐色

高 4.8 焼良

土師器 カマド 口 20.2 外面口辺部横ナデ胴部へラ削り 胎砂粒含む 口縁部カ〉ら胴中

31 警 底 内面横ナデ 色にぶい黄樟色 央部の 1/4
高 焼良

土師器 カマド 口 20.0 外面白辺部横ナデ胴上部横方向 胎砂粒多く含む 口縁部から胴上

32 護 7.8区中層 底 へラ削り 色赤褐色 部の一部

高 16.0 内面横ナデ 焼良

土師器 カマド 口 16.8 外面口辺部横ナデ胴部斜方向へ 胎砂粒含む 胴上半部 1/2
33 護 11.12.15区 底 ラ削り 色赤褐色

下層 高 7.7 内面横ナデ 焼良

土師器 カマド 口 19.0 外面口辺部横ナデ頚部横方向へ 胎砂粒多く含む 口辺部から頚部

34 婆 底 ラ削り 色明赤褐色 の一部

高 7.0 内面横ナデ 焼良

鍛冶ヶ嶺遺跡遺物観察表(4)
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H-2号イ主

No 器種 出土位置 法量

須恵器 一括 口

1 杯 底 7.8 
高

須恵器 上層 口 12.0 
2 高台付杯 底 7.7 

高 4.0 

須恵器 上層 口
3 高台付均二 底

高

須恵器 下層 口

4 高台付坪 底 7.0 
高

須恵器 上層 口 10.8 
5 長頚瓶 底

高

須恵器 上層 ロ
6 坪 底 7.0 

高

器形・技法等の特徴

内外面共横ナデ

器形・技法等の特徴

内外面共回転横ナデ

底部回転糸切り

内外面共回転横ナデ

内外面共回転横ナデ

底部回転糸切り後付け高台

内外面共回転横ナデ

底部回転糸切り後付け高台

内外国共回転横ナデ

内外面に自然粕付着

内外面共回転横ナデ

底部回転糸切り

鍛冶ヶ嶺遺跡遺物観察表(5)
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胎土・色調・焼成

胎砂粒含む

色明赤褐色

焼良

胎土・色調・焼成

胎砂粒含む

色灰色

焼良

胎砂粒含む

色灰色

焼良

胎砂粒含む

色灰黄色

焼やや不良

胎砂粒含む

色灰色

焼良

胎砂粒含む

色黒褐色

焼良

胎砂粒含む

色にぶい赤褐色

焼良

残存状態・備考

底部と脚台部の

一部

残存状態・備考|

底部 1/4

1/10 

底部 1/2

底部 1/5

頚部 1/4

底部



@ 

LL . 

E
目
・
∞
寸

N
-
u

J 一一一¥ー

↑

-
E
 

E
旧

∞

守

山

〈

∞ 
-

.~ 

• D 

h
L

・∞.
 

ト4・

c • 

LL . 

E
山
ド
寸
N

・u

@ 

• B 

• B 

。. 

248.0m 

Lι . 

. 
凶

A • 

A・

0
・
旧
公
凶
O

ヨ

-
0
 

. 
凶

• D 248.5m c. 

工. 

E
同
ド
寸
N

・σ

• D 

工

.

-
B 

汁1. ⑨ 

--

A

C

 

問

-
M
A
R可

ω
ヨ

. 
0 

-

1

 

「ミミミf
A 

一円

• D 
c • 247.3m . 

4m 

D-4号・ D-5号・ D-6号・ D-7号・ D-8号・ D-9号土坑実測図

30 

。

第20図



@ 
-ョ

は10'SVG

R 

3迂ζジ

ゴ・

ロィロー
口
口

w口x

工
・

工
・

Cヲ. 
.::l . 

の

-

N
ム

mwo-ヨ

ロ
I1 n・L@

も~て二
11 I I・N

1Tナ
5 。口 P

V 

志ゴ

;程t{

明;?
y • 

日 H主

Y 
包

。
。

--
P

一
/
剖
イ
ノ

¥
4

m
一
1

し
」

O

一

-Z
一

川

崎

一

3

に

つ
ι

一h
L
t
、、ー

.• 
0
 

A ・

層番 層名 色調 しまり 粘性
混入物

YPIRBIWP 

l 黒褐色土層 ム ム ※ ※ ※ 

1 '黒褐色土層 lくl' ム ム ム ム ※ 

1 "黒褐色土層 l'く1" ム ム ム 。※ 

2 暗褐色土層 ム ム ※ ※ ム

3 暗黄褐色土層 。。。。
3 '暗黄褐色土層 3く3' 。。。。
4 暗黄褐色土層 3'<4 。。。。
5 黄褐色土層 。。

• j 

-，
E
q
3
-

，
 

m

~
イ
ヰ
一
千

4

0

~

j

J

ト
ム
-

j

f

 

只
u

~

寸

l
mハ
叫
4
1
1
1

A
U『

F
2
4
t
b
y
f

晴、

つ
」
、
青
d
r
k

、

・
-

J

q

u

-
つ
』
，
ー
、

。

A • 248.0m . 

-

0

 

• B 

4 m  。

T-1号掘立柱建物壮実測図

31 -

第21図



⑧ 
l・可

凶 O宮vZ

R 

3巴ζダ

4・

Z 

-

℃豆グ

ー. 

。ャロ「
r、

。
ゴ・ピi

V 

~ 
U口v

;思まf

:場;7

白J
A ・

、~.

、v{ミ』

。

I -L⑥ 

も互7

2通話
。n.p。

-
-

p
-
r
f剖
4
f
4

、
i
n
--し
」

β

-

「

一

y-

将
一

~
3
一」

内

ζ

-

h

L

F

‘‘‘ー

.• 
0
 

一陣内

。
. 
0 

• B 
A • 2480m . 

ー町、a 
J 
l ==  

1サ揺立性起物j止1.[副長{J

31 

T 結21[:<]



そを

工. 工• 

。
。

三口ゐ口
J

ゴ・

ゴ.

X . . 
r 110(1 立
Iむ01_/ 1 、d
l，r (J1 

1ノ→i ヨ
¥W/ .牛!-， "コi

. . 
「

-
Z 

ζ 

-

U 
0

・Mhu--U1

ヨ
d
同
可

日ム〕ミヨ

E

N
∞
寸
N

-
(J 

。

C7一日」。
可三Z

A ・

-

℃

 

ρ

・M
A
ミ・吋ヨ

. 
刃

4m  。

T-2号掘立柱建物;t[と実測図

q
L
 

n
J
 

第22図



モー

弐江主了
I
J
 --m

一
1

一

竺
引
」
?

内
ノ
』

-

h

、、.
1

•• 
o 

工
・

E
凶
∞
寸
N

・0

¥JZV 

.R 

ミミf

0・248.5m • p 

六Zア

Q.248.5m 

工
・

ι 口一口

-
0
 

o.O.P 

-CJ 

A・

日ム∞・印ヨ

-0 

.B 

T-3号掘立柱建物社実測図第23図

A・248.3m

⑨ o . 

。色-
口

o (g-・B

0

・N
A
由・∞ヨ

A・

-
0
 

-
0
 

• B 
246.5m 

A・
4m 。

T-4号掘立柱建物杜実測図

つdつd

第24図



掘立柱建物杜 規 格 主軸方向 備 考

T-1 2間x5間 N-30"-E 柱穴の平面形は長方形から正方形で、一辺の長さの平均は約 1

mを計る。柱穴の掘り込みはしっかりとしており、最も深いもの

で80cmを計る。また、柱穴には柱痕が確認できるものが幾つかあ

f)， 30cm~40cm程の柱が存在していたととが確認された。

T-2 2間x3間 N-46"-W T-1号掘立柱建物社同様柱穴の平面形は長方形から正方形

で、一辺の長さも 1m前後でほぼ同ーの規格を示す。柱穴の掘り

込みもしっかりとしていて、最も深いもので、80cmを計る。柱穴内

の柱痕も T-1号掘立柱建物社程明確ではないが、土層断面の観

察から30cm程の柱が存在していた事が確認される。

T-3 2間x2間 N-36"-E 柱穴の平面形は長方形から正方形で一辺の長さ 1m前後と T

← 1号・T-2号掘立柱建物社とほぼ同ーの規格を示す。しかし、

掘り込みは最も深いもので、40cmとT-1号・ T-2号に比べると

浅い。また、柱痕の確認はできなかった。

T-4 2間× N-48"-E 柱穴の平面形は長方形から正方形で一辺の長さの平均は約70cm

を計る。遺構の東側が削平されていて、柱穴の確認はできなかっ

たが、 T-3号掘立柱建物社同様2間x3聞の規格を持つと思わ

れる。柱穴の掘り込みは、最も深いもので40cmを計る。
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土 坑

No 器 種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 残存状態・備考

須恵器 D-2 口 13.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/3 

1 均二 底 7.8 底部回転糸切り 内面渦巻き 色灰色

高 3.4 底部外面圧痕有り 焼良

須恵器 D-2 口 15.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む ほぼ完形

2 高台付杯 底 8.8 底部回転糸切り後付け高台 色浅黄色

高 6.5 焼良

須恵器 D-2 口 18.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 2/3 

蓋 ツマミ 3.8 外面天井部回転へラ削り及び回転 色灰白色 歪み有り

3 高 4.1 糸切り後ツマミ貼付 焼良

中央突出リング状ツマミ 内外面

重ね焼き痕有り

須恵器 D-2 口 6.4 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 1/4 

4 小型壷 底 色灰色

高 5.2 焼良

須恵器 D-4 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/7 

5 坪 底 7.4 底部回転糸切り内面渦巻き 色 灰 色

高 焼やや不良

須恵器 D-4 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部 1/3

6 坪 底 8.0 底部回転へラ切り 色 灰 色

高 l.3 焼良

須恵器 D-4 口 18.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

7 蓋 ツマミ 色灰白色

高 2.5 焼良

須恵器 D-5 口 12.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

8 均二 底 色灰色

高 焼良

須恵器 D-7 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部と体部の一

9 坪 底 8.0 底部回転へラ切り 色灰白色 音日

高 3.0 内面スス吸着 焼良

須恵器 D-8 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

10 高台付均二 底 7.0 底部回転へラ切り後付け高台 色灰色

高 l.7 焼やや不良

須恵器 D-8 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む ツマミ音:~

11 蓋 ツマミ 3.2 リング状ツマミ貼付 色 灰 色

高 l.8 焼良

鍛冶ヶ嶺遺跡観察表(6)
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掘立柱建物社

No 器 種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 残存状態・備考|

須恵器 T-2 口 12.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

1 杯 底 7.6 底部回転へラ切り 色灰色

高 3.8 焼良

須恵器 T-2 口 13.0 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

2 杯 底 色灰色

高 焼良

須恵器 T-2 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 底部 3/5
3 高台イ寸坪 底 6.5 底部回転糸切り後付け高台 色灰色

高 焼良

須恵器 T-2 口 19.4 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 体部の一部

4 蓋 ツマミ 天井部へラ削り 色灰色

高 1.6 焼良

須恵器 T-4 口 10.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 破片

5 杯 底 色にぶい黄澄色

高 焼やや不良

グリッド

No 器 種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 日台土・色調・焼成 残存状態・備考

須恵器 D-23 口 13.5 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/4 
l 杯 底 8.0 底部回転糸切り 色灰白色

高 3.4 焼良

須恵器 J -19 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部 1/2
2 巧く 底 7.0 底部回転糸切り 色灰色

高 1.6 焼良

須恵器 D-21 ロ 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/3 
3 坪 底 6.5 底部回転糸切り 色褐灰色

高 内面渦巻き 焼良

須恵器 E-16 口 13.4 内外面共回転横ナデ 胎細砂粒含む 1/4 
4 杯 底 8.8 底部回転へラ切り 色灰色

高 4.6 焼良

須恵器 D-21 口 14.2 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 口縁部から体部|

5 巧二 底 内面スス吸着 色にぶい黄燈色 1/8 
高 焼良

須恵器 F-21 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 底部のみ

6 皿 底 7.2 底部田転糸切り後付高台 色灰色 歪み有り

高 焼良

須恵器 D-21 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 底部と体部の一

7 高台イ寸坪 底 8.0 底部回転糸切り後付け高台 色灰色 音日

高 3.0 焼良

須恵器 F-21 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 底部から体部の

8 坪 底 8.2 底部切り離し後付け高台(底部切 色にぶい黄樺色 一部

高 り離し不明)内面スス吸着 焼良

須恵器 J -20 口 15.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 1/4 
9 高台付坪 J -21 底 7.6 底部回転糸切り後付け高台 色灰黄色

高 5.4 焼良

須恵器 C-20 ロ 14.2 内外商共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/5 
10 蓋 ツマミ ツマミ欠t員 色灰色

高 焼良

須恵器 G-16 口 16.4 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/10 
11 蓋 ツマミ 色灰色

高 焼良

鍛冶ヶ嶺遺跡観察表(7)
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No 器 種 出土位置 法量 器形・技法等の特徴 胎土・色調・焼成 残存状態・備考

須恵器 G-16 口 20.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/4 

12 蓋 ツマミ 外面天井部回転へラ削り 色灰色

高 焼良

須恵器 H-21 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/8 

13 皿 底 7.8 底部切り離し後付付高台(底部切 色灰色

高 り離し不明) 焼良

須恵器 D-21 口 13.8 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 1/6 

14 皿 底 7.4 底部回転糸切り後付け高台 色灰色

高 2.7 焼やや不良

須恵器 E-21 口 4.6 内外面共回転横ナデ 胎砂粒少量含む 1/2 

小型壷 底 4.6 胴下部回転へラ削り 底部回転糸 色褐灰色
15 

高 6.5 切り 内面及び外面口縁部に自然 焼良

灰粕付着

須恵器 F-21 口 内外面共回転横ナデ 胎砂粒含む 頚部から体部

16 き霊 底 色黄灰色 1/4 

高 焼良

須恵器 D-21 口 内外商共回転横ナデ 胎砂粒含む 底部 2/5

17 婆 底 16.8 色灰黄色

高 焼良

須恵器 D-21 口 外面たたき痕 胎砂粒含む 胴部破片

18 斐 底 内面横ナデ 色灰黄色

高 焼良

須恵器 F-21 口 外面平行たたき痕 胎砂粒含む 胴部破片

19 Z霊 底 内面あて真痕 色暗灰黄色

高 焼良

鍛冶ヶ嶺遺跡観察表(8)
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VII 成果と問題点

今回の調査により縄文時代、奈良・平安時代の遺構が確認された。遺構はいずれも丘陵の縁辺付近に

存在し、中央の平坦部分からは時期不明のピットを多数確認した。

縄文時代の遺構は、有尾式期の竪穴式住居土!I:1軒と諸磯式期の竪穴式住居壮 1軒が重複して調査区北

西の丘陵縁辺に検出された。

奈良・平安時代の遺構は、 9世紀中葉の竪穴式住居牡 2軒が調査区南東の丘陵縁辺に検出された。こ

の他、大型の掘立柱建物牡 4棟と土坑 9基を確認した。大型の掘立柱建物社からは 8世紀代の土器が検

出されている。 4棟の掘立柱建物牡は、 2棟が東に向かい長軸方向が90度になるように配置されている。

他の 2棟も小型ながら周辺に配置されている。柱穴は平均すると一辺が H;;;程の方形で、柱痕を確認で

きる物もあった。掘立柱建物牡に隣接して隅円長方形の土坑が 2基を l単位として 3単位確認されてい

る。これらの土坑も掘立柱建物社と密接な関係にあった遺構と推測される。平面が方形の柱穴を持つ掘

立柱建物は奈良時代を中心とする時期の建物と考えられており、竪穴住居の時期は 9世紀中頃で、H-1

号住居杜が重複する T-1号掘立柱建物壮に後出することからも、建物の年代をより限定できる。本遺

跡の建物群は、重複や建替えの痕跡が無く、柱穴の形状が類似していることから、近接した時期に建て

られたものと思われるが、軸方向に統一性を欠いている。特にT-1号掘立柱建物牡のような 2間x5 

聞という規模の施設では、周辺の建物が桁方向を揃える場合が多い。 T-2号掘立柱建物社も一般的な

集落内の建物とは考えにくい規模である。遺跡内には奈良時代の遺物も混じっており、付近に奈良時代

の集落が存在する可能性が想定される。本遺跡の建物群の性格の解明には近隣地域の調査資料の増加が

またれる。
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